
耳鼻咽喉科・頭頸部外科 教育プログラム



耳鼻咽喉科・頭頸部外科

特徴

☑

☑

☑

頭頸部癌指導医が在籍（愛知県民間病院では3施設のみ）

耳鼻咽喉科医に必要とされるほぼ全ての手技が経験できる

専門医取得に必要な症例数の執刀経験が可能！

☑ 耳鼻咽喉科専門医4名・指導医2名と充実した診療科体制！



耳鼻咽喉科・頭頸部外科

症例数

567件 ／ 手術件数（令和3年度）

耳科手術 70件

鼓膜形成術 13件

その他 8件

鼓室形成術 26件

乳突削開術 9件

鼓膜チューブ留置術 14件

鼻・副鼻腔手術 186件

手術実績

内視鏡下副鼻腔手術 75件

鼻中隔矯正術 40件

粘膜下下鼻甲介骨切除術 66件

その他 5件

口腔・咽頭手術 171件

口蓋扁桃摘出術 134件

アデノイド切除術 33件

その他 4件

喉頭手術 13件

声帯ポリープ切除術 6件

喉頭腫瘍摘出術 5件

喉頭形成術 4件

喉頭拳上術 4件

頭頸部手術 120件

気管切開術 33件

舌悪性腫瘍切除術 3件

リンパ節摘出術 28件

耳下腺腫瘍摘出術 11件

顎下腺摘出術 6件

甲状腺悪性腫瘍手術 5件

鏡視下咽頭悪性腫瘍切除術 5件

下咽･喉頭悪性腫瘍手術 2件

その他 14件

頸部廓清術 13件
その他 7件

その他 7件



おお耳鼻咽喉科・頭頸部外科

人員体制

医師人数

医師名 4名： 指導医 2名： 後期研修医数1名
指導医・専門医・認定医

日本耳鼻咽喉科学会専門医 4名： 日本頭頸部外科学会 頭頸部癌指導医 1名

日本気管食道科学会専門医1名： 日本めまい平衡医学会認定専門医 1名

日本がん治療学会 がん治療認定医 2名：



耳鼻咽喉科・頭頸部外科

耳鼻咽喉科専門医研修 ： BASICコース

1年目 2年目 3年目 4年目

Aグループ

A・Bグループの病院群または、岐阜大学医学部付属病院のいずれかで研修実施。4年間のうち最低1年
間は、大学病院で研修を実施

5年目

Bグループ

大学病院

Aグループ

Bグループ

大学病院

Aグループ

Bグループ

大学病院

Aグループ

Bグループ

大学病院

Aグループ病院群：岐阜県医療総合センター/岐阜市民病院/大垣市民病院/中濃厚生病院/一宮西病院/東北大学病院

Bグループ病院群：木沢気念病院/高山赤十字病院/朝日大学病院

専門医取得



耳鼻咽喉科・頭頸部外科

耳鼻咽喉科専門医研修 ： 喉頭・頭頸部癌重点コース

1年目 2年目 3年目 4年目

Aグループ

本コースは喉頭頭頸部癌治療を重点的に研修するコース。A・B・Cグループの病院群、岐阜大学医学部付属病院の
いずれかで研修実施。4年間のうち最低1年間は、大学病院で研修、Cグループは最長1年実施する

5年目

Bグループ

大学病院

Aグループ

Bグループ

大学病院

Aグループ

Bグループ

大学病院

Aグループ

Bグループ

大学病院

Aグループ病院群：岐阜県医療総合センター/岐阜市民病院/大垣市民病院/中濃厚生病院/一宮西病院/東北大学病院

Bグループ病院群：木沢気念病院/高山赤十字病院/朝日大学病院

Cグループ Cグループ

Cグループ病院群：国際医療福祉大学東京ボイスセンター / 国立がん研究センター東病院

専門医取得
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耳鼻咽喉科専門医研修 ： 大学院コース

1年目 2年目 3年目 4年目

Aグループ

1年目・2年目は、BASICコース同様にA・Bグループの病院群から病院を選択し研修を実施する。3年目以降は岐阜
大学医学部付属病院で専門医研修を受けながら、社会人大学院に入学し、基礎研究、臨床研究を行う。

5年目

Bグループ

大学病院

Aグループ

Bグループ

大学病院

大学病院
（社会人大学院）

Aグループ病院群：岐阜県医療総合センター/岐阜市民病院/大垣市民病院/中濃厚生病院/一宮西病院/東北大学病院

Bグループ病院群：木沢気念病院/高山赤十字病院/朝日大学病院

専門医取得

大学院
（学位修得）

6年目



頭頸部がん専門医取得に必要症例数

頭頸部癌症例 5～10例以上 /年

頸部郭清術 執刀2例，助手2例 /年

日本耳科学会認定耳科手術指導医に必要症例数

鼓室形成術 5件以上 /年

乳突削開術 3件以上 /年

日本鼻科学会認定鼻科手術指導医に必要症例数

鼻科手術 60件以上 /年

内視鏡下手術 40件以上 /年

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

専門医取得後10年目までの到達目標

頭頸部がん専門医・耳科手術指導医・鼻科手術指導医取得を当院で目指す場合の到達目標
※専門医に取得に足りない症例は教育施設にて研修
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専攻医到達目標

【症例経験基準】

疾患 症例数

難聴・中耳炎 25 例以上

めまい・平衡障害 20 例以上

顔面神経麻痺 5 例以上

アレルギー性鼻炎 10 例以上

副鼻腔炎 10 例以上

外傷、鼻出血 10 例以上

扁桃感染症 10 例以上

嚥下障害 10 例以上

口腔、咽頭腫瘍 10 例以上

喉頭腫瘍 10 例以上

音声・言語障害 10 例以上

呼吸障害 10 例以上

頭頸部良性腫瘍 10 例以上

頭頸部悪性腫瘍 20 例以上

リハビリテーション 10 例以上

緩和医療 5 例以上

手技の経験 症例数 詳細内容

耳科手術 20 例以上 鼓室形成術、人工内耳、アブミ骨手術、顔面神経減荷術

鼻科手術 40 例以上 内視鏡下鼻副鼻腔手術

口腔咽喉頭手術 40 例以上

扁桃摘出術 15 例以上

舌、口腔、咽頭腫瘍摘出術等 5 例以上

喉頭微細手術、嚥下機能改善、誤
嚥防止、音声機能改善手術

20 例以上

頭頸部腫瘍手術 30 例以上

頸部郭清術 10 例以上

頭頸部腫瘍摘出術
（唾液腺、喉頭、頭頚部腫瘤等）

20 例以上

（1）疾患の管理経験：以下の疾患について、外来・入院患者の管理経験を主治医ないし担当医（受け持ち医）として実際に経験し指導医の指導監督を受けます。

（2）基本的手術手技の経験：術者あるいは助手として経験する（（1）との重複は可能）
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専門医資格一覧

資格名 施設基準 備考

日本耳鼻咽喉科学会専門医
岐阜大学の
連携病院

・岐阜大学の教育プログラムに準じて専門医取得を目指す

日本頭頸部外科学会頭頸部がん専門医 ×

・指定研修施設で2年
・頭頸部癌症例100例
・頸部郭清術（執刀20例/助手20例）
・論文執筆

日本耳科学会認定医耳科手術指導医 2023年取得

・指定研修施設3年以上
・鼓室形成術60件/乳突削開術30件以上/その他耳手術5件
（5年間での経験症例）
・論文執筆

日本鼻科学会認定鼻科手術指導医 ×
・鼻科手術400件
・内視鏡200件以上（2年間）
・論文執筆


